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※児童生徒結果－教員結果・保護者結果

教員 児童生徒 保護者

①
100P

(57+43)
92P

(63+29)
76P

(44+32)

②
100P

(43+57)

③
41P

(10+31)

①
74P

(34+34)

②
97P

(20+77)

③
86P

(29+57)

教員 児童生徒 保護者

①
100P

(62+38)

②
100P

(61+39)

③
100P

(48+52)

①
88P

(16+72)
92P

(49+42)

②
78P

(13+66)
89P

(53+36)

③
69P

(13+56)
87P

(51+36)

④
81P

(6+75)
90P

(58+32)

⑤
91P

(9+81)
91P

(57+34)

⑥
55P

(19+35)
94P

(66+28)

⑦
80P

(13+67)
88P

(57+31)

①
94P

33+61)

②
94P

(44+50)

③
94P

(40+54)

④
50P

(12+38)

①
76P

(29+47)
84P

46+38)

②
79P

(24+55)
88P

(63+24)

①②について、学校と
してどのように進めて
いくのかの共通理解が
不十分であることがわ
かる。しっかりと全教
職員で取組のねらいを
含めて共通理解する必
要がある。

①②においては、家庭
学習の意義や目的、取
り組み方などを学校と
してどのようにしてい
くのかについて、共通
理解し、全教職員で取
り組んでいけるように
したい。

学習用端末を活用した家庭学習に取り組める
よう課題を工夫している。

集計

①④⑤⑦において，児
童教師ともに目標指数
を超えた。
「授業力改善チェック
シート」を用いた教師
自身のふりかえりをも
とに授業改善をはかっ
てきている成果が見ら
れる。また，教師児童
共に話し合い活動や振
り返りを大切にする意
識が共有できていると
考えられる。

②③⑥については，教
師より児童の方が５pt
以上高かった。児童と
教師間で「できた」と
判断する基準が異なっ
ていると考えられる。
とくに⑥については開
きが大きい。

②について，話し合い
活動が目的になってい
ることが考えらえる。
どのタイミングでどの
ような目的で話し合い
活動を取り入れるの
か，どんな相手に話を
させるのか，を意識で
きるようにしていきた
い。
③について，今年の研
究の重点にもある
「図・式・言葉による
思考の視覚化」をより
明確に実践できるよう
に，研究授業などの授
業研究を通して取り組
みを具体化していきた
い。
⑥について，GIGA研修
などで具体的な取り組
み方法を共有し，積極
的に取り入れていきた
い。

児童生徒は、学級の友達との間で話し合う活
動を通じて，自分の考えを深めたり，広げた
りすることができている。

児童生徒は、自分の考えを発表する機会で
は，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や
文章，話の組み立てなどを工夫して発表して
いる。

児童生徒は、話し合う活動では、話し合う内
容を理解して、相手の考えを最後まで聞き、
友達の考え（自分と同じところや違うとこ
ろ）を受け止めて自分の考えを伝えている。

児童生徒は、振り返る活動の中で、授業の目
標に沿って自分の学びの変容を実感したり，
学びに対する達成感を得られたりしている。

児童生徒は、コンピュータなどのICT機器を、
他の友達と意見を交換したり、調べたりする
ために使用している。

②③において、目標数
値の90％を超えること
ができた。全教職員で
教育課程の実施、ふり
返り、改善点の検討な
どを行うことができ
た。

④は、小中連携の具体
的な取組実施は、夏季
休業以降になるため、
数値が低くなったと考
えられる。

学校力向上ロードマッ
プやカリキュラムマッ
プなどを効果的に活用
しながら、学校教育目
標の実現に向けて各部
会が取組を進めたり、
各学年で教科のつなが
りを意識しながら授業
づくりをしたりするこ
とで、さらに学力向上
の取組を進めていきた
い。

④においては、夏季休
業中に情報交換したこ
とを全教職員で共有し
て２学期以降の取組に
いかしていきたい。

児童生徒や学校、地域の実態を捉えて教育課
程を編成し、実施し、評価して改善を図る一
連のＰＤＣＡサイクルを確立している。

全職員が学力向上の取組の目的や意義を理解
し、課題の解決を期待できると納得して共通
実践に取り組んでいる。

校区の小・中学校間で学力について情報交換
し、課題について共有している。(小中連携）

集計

指導計画の作成に当たっては、学校の教育目
標の実現に向け、各教科等の教育内容を教科
横断的な視点で組み立てている。

家
庭
学
習

①において９０％以上

家庭学習の取組として、学習方法や課題の課
し方等を校内で共通理解を図っている。

「

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」

の
視
点
か
ら
の
授
業
改
善

①②⑦において
児童教師共に８５％以上

※差 達成状況の分析 改善策

①②③のいずれについても
目標を超えている。
研究の方向性やその方策を
共有できるように，具体的
な提案を心掛けてきた。ま
た，研究授業の参観につい
ても児童のつまずきの予想
とその手立てが有効であっ
たかをふりかえることがで
きるように，座席表などを
用いて視点をはっきりさせ
るようにした。

研究授業を単発で終わらせ
るのではなく，成果と課題
を次に生かせるようにして
いきたい。そのために，研
究だよりや研究掲示板など
を用いて全体に広めていき
たい。また，研究授業の教
材研究を中心にして，児童
のつまずきを予想しその手
立てを考えていく。各学級
の目指す授業目標を学校全
体で共有できるように掲示
などの工夫をしていきた
い。
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①②③において９０％以上

研究主題に迫る目指す授業スタイルを共有
し、単元（授業）構想シートなどの具体的な
取組を共通実践している。

児童は、図や式、言葉を関連付けて説明した
り、問題解決したりしている。

授業研究では、教職員一人一人が子供の姿を
語ったり、改善案を示したりするなど主体的
に取り組んでいる。

児童のつまずきを予想し、そのための手立て
を考えた授業実践に取り組んでいる。

集計

児童生徒は、課題の解決に向けて、自分で考
え、自分から取り組んでいる。

集計
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②③ において９０％以上

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目
数値・アンケート結果（％）

達成状況の分析 改善策
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①②において９０％以上

80時間越えゼロに向け、時間外勤務の削減に
取り組んでいる。

①は目標に届かず、②
は目標指数に達してい
るが、Ａ評価の割合が
少ない。取組は進めて
いるが、働き方改革の
成果としての実感がう
すいことが要因と考え
られる。

校務のDX化推進を加速
させ、より効率的な業
務を進め、実感を伴う
形で時間外勤務削減や
働き方改革につなげ
る。

学校組織の中で自分の役割が明確であり、創
意工夫しながら取り組むことができている。

効率的な業務の進め方を工夫している。

キャリアパスポートを活用し、学びや成長を
実感できるようにする。

集計

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目

※差 達成状況の分析 改善策
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感

①②において９０％以上

教師は、児童のよさを認め、引き出す声掛け
をしている。

①②とも目標指数に達
している。
授業や行事を通して自
己肯定感を高めていく
ことを意識した実践を
行っていることが成果
につながっていると考
えられる。

児童と関わりのある職
員（級外含む）も意識
して、児童の良さを認
める声かけをし、さら
なる強い信頼関係を構
築していけるようにす
る。また保護者にも児
童のよさを伝えるよう
にしていく。

目標
項
目

目標指標 評価達成度アンケート内容・調査項目
数値・アンケート結果（％）

教師と児童とが互いに信頼し温かい関係がで
きている。

めざす児童生徒像

〇　思いや考えを持ち、伝えることのできる子
〇　友だちのよさを見つけることのできる子
〇　互いに高め合うことのできる子


